
管 理 処 方 箋 

学校名 大東市立 北条小学校 処方年月日 平成２０年 ３月 ３１日 （月） 

■ 早急に対処すべき状態 

・ 夏芝の修復方法の検討 

 

（具体的管理手法） 

 

・ 緑の見えている部分を中心に施肥を行

う事。 

・ 擦り切れの目立つ中央部分に関して

は、学校と調整の上具体的修復方法を

検討する。 

■ 長期的・継続的に対処すべき状態 

・ 土壌固結と不陸の改善に関して 

 

 

 

 

・ 施肥回数及び施肥内容 

 

 

 

・ 来春以降の修復準備 

ポット苗の作成に関しては、子どもたちと行うこ

とを学校側で調整する。 

 

 

 

 

中央部分を全面的に修復するには、夏休みを

利用して張芝（ミヤコ）を行うことも可能であ

る。 

（管理手法対処処理時期等） 

６月頃に更新機械作業（シャッタリング等）を行う

予定を立てる。 

不陸部分の修正にも効果がある。 

 

 

通常は２０日から１ヶ月に一度程度の施肥を行う

（化成肥料 ４０ｇ／㎡） 

 

 

 

ティフトンのポット苗による修復作業の準備 

ポット苗の作成は５月の連休明け頃を予定する。 

ポット苗の植え付けは６月中旬以降とする。 

ポット苗植え付け前に、更新作業（シャッタリング）

を行う。 

 

張芝作業を誰が行うか協議する必要がある。 

 

張芝で修復を行う場合は、夏休みの間の水管理

を検討しておく必要がある。 
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